
















































































































写真 7 中国三星堆遺跡の青銅縦目仮面 写真 8 巨石人頭像、サン・ロレンソ 1 号記念物
高 66.0 幅 138.0（ｃｍ） 285×217×168（ｃｍ）




















































































































写真13 45％の器と 65％の妄想――瓢箪仙人2017 写真14 45％の器と 65％の妄想――残塔2017
赤土 磁土 赤土 磁土
35 × 35 × 57（ｃｍ） 35 × 36 × 56（ｃｍ）


























































































8 ニコラ・カミーユ・フラマリオン （1842 年 2 月 26 日 - 1925 年 6 月 3 日）は、フラン
スの天文学者、天文普及家、作家。
11
写真 20 45％の器と 65％の妄想――二元 2017
赤土





























































写真 23 Clairvoyant Dream 2015


































































































































































原土 100%にて実験を行った。筆による塗りと型取りの 2 種類をテストすることで、熔
融の程度、接着性と粘土の強度の試験を同時に行った。塗り用のテストピースは赤土と白
土の二種類である。
二種類作ったテストピースを、1170 度、1200 度、1220 度、1230 度、1240 度と 1250 度
の温度帯での焼成実験に用いた（写真 32）。焼成実験に使った窯は日本電産シンポの小











6号と 10 号はよく融けて、彫刻の部分も透けて綺麗に見えた。1275 度では穴窯使用が可
能になった。
写真 35










し新しい可能性を模索してきた。彫刻家の辻晉堂（1910-1981）11 の《時計》（ 1956 年



































13 内山武夫「陶芸家 八木一夫」『八木一夫展』(日本経済新聞社、1981 年)








































































































































































































穴窯炭化焼成は 4日間行った(写真 43 上・中・下)。燃料は薪の赤松である。
焼成初日の目標は穴窯自体を焙り、作品に含まれた水を蒸発することであった。空気穴
とエアダンパーは全開の状態で、薪を投入した。8:30—20：30 の 12 時間を経て、穴窯の
前部は 450 度、後部 300 度となった。熱量をキープするため煉瓦で門を密封した。上の色
見穴と後ろのエアダンパーも閉じた。
32
翌日の焼成を開始する時には前部 103 度、後部 99 度だった。夜間に温度が下がったの
で、朝から多めの薪を投入し、一時間で前日の温度まで上昇させた。8:00 - 19:00 の 11
時間の焼成を経て、窯は前部 964 度、後部 860 度の温度となった。前日と同じ工程で窯を
閉じた。
三日目の朝の時点で、穴窯は前部 322 度、後部 302 度だった。多めの薪を投入して三時
間で前日の温度にまで上昇させた。11 時頃からエアダンパーを半分閉じて還元状態とし
た（写真 46 中）。その後は空気穴と色見穴を調整しながら窯焚きを継続した。20 時には
前部 1306 度と後部 1280 度の温度にまで上昇した。1300 度の温度を維持すると、植物の
灰がよくかぶるが、作品自体の耐火度で破損するリスクも上がるので、途中で温度を 1220
度に下げることになった。





























から 500 度の加熱範囲内で 23 時間をかけ、作品の水と成分中の結晶水を排出させた。550


































ている。G は本焼の還元段階でのガス圧を表している。今回の本焼はコロナの影響で 2 日
に分けて行い、初日の焼成は 20 時まで 400 度に達したが、電圧を少し弱めて一晩放置し
た。翌日朝には 680 度まで上昇させ、その後本焼を継続した。11 時に 940 度から還元段
階に入り、窯の側面からガスのバーナーを入れて窯の内部を還元状態とした。一時間ごと
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